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弘前大学医学部コミュニケーシヨンセンター

2F大会議室
弘前市本町40-l TEL 0172 39‐ 5240

職 疑群郷師薪鞭  癬嫌癬  謝鰹緩  小 ]野 1参― 先生

1400-14ま 5r非ィオン性造影剤 オムニパーつの最新情報|こついて』 葉一三共株式会社 造
―
 鈴木 徹

1416～ 畿55{講 :質各6分■質疑3分 :計 9分 )

青森労英病院 中表調 哺都 坂本 幸夫 先生

1.j頭蓋  網こ対すひ確 ighted Mttin麟 需聾tenslγ PrtteCtiOnの検討 1 黒石卒割民鰹最保陵霊石携院 静編歯射緑科 葛轟 将ブモ先生

2.「 lVR装 にお腸 CBCTの基轟的検討 ]               責森県立幸央病院 ま身,線=`三浦 巧磨 t生

3.I低管電  影による被ばく低減と造影剤減量への取り組み 』     毒森邦績 院 零央ま現織部 藤島 広志 先生

4.『 歯科藝域における金属アーチフアクト低減処理効果 」 引輛大学医学部門謳 院 医療接崎藝 較身寸毅部「号 中村 碧 先生

5.『 0‐MAR(金農7-チフアクト低減再驀師 の基礎的検討 」津軽保壼生活檬lo~組合 健生病院 凛封績科 佐藤 選香 先生

座長 黒石市匡欝健康保険黒石病院 診療放射線
～
 宇野 清雄 元生

6.絆 ROPttLLER DWIの基礎的検討」                青春要立中貴冗院 放射織邸 工藤 紫織 先生

ユ『 骨 部における3D VRFA FS彗 ,去によるT2Wi撮像条件の検言刊    十種田市三中史題院 政射稼群 若本  淳 先生

8_「上鱗毬 におけ魏 鶉諄 DTlWi冠状断患止め撮影条件の検討 」青森市民病院 釜療技術電 言
'療

蔵肇緑部 古山 智明 先生

獲長 肇囀大学大学院駿 柵 究千)放 射線:警妻座 豪饉 二浦 弘行 先生

'「
肝線織化診割について 」                    青森県立中央病院 消化器鍵科 沼尾  宏 先生

貫G.FEO建造影MR:およびルーチンベースMRE― DAAlこ よるSVR  症倒の 一」 毒票県立中央羅院 放射線部 渋 谷 ull一 先生

11.『 フル逐次近似法を用もヽた超低線 胸書5CTの試み」 毒森労災病院 ま射線科 伊中妻 碧:先生

塵長 引経大制 雖 響 晰 蒻 統  =剰 華 瀾  辞 癬 郵 F]副技師墨 神  寿 宏 先生

「放射線技師のiVR支援 」
青蕪県立中央病院 政競鯨部 主奎 伊 メビ珊 惨諄台 先生
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座長 引前大錘 簑 抑 福 病院 藤 議 響  妻 講 緩  小 :野 1傷一 先生

「はじめよう臨床 fLInCttonal MRI」

刻 扶 学長鏡 放鏡線診断科 准教授 麦 礎彗 t隻琶]先生


